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北海道 芽室町�出⾝

趣味：旅行、温泉、歴史
「9月１⽇より地域おこし協⼒隊に

着任しました。ウエルカムハウス

またはコミュニティセンターにて

金・⼟・⽇・⽉で勤務しています。

これから皆さんの話を聞いて、黒島

の魅⼒を発信していきます。

どうぞよろしくお願いいたします。」

は じ め ま し て

島の歴史や昔の暮らしのお話を聞かせて

くれる方を募集しています。

ご連絡お待ちしております。
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9月15⽇（⽕）、⼩中学校の道徳の授業にゲスト

ティーチャーとして参加しました。テーマは

『住み続けられる町について』。⼈⼝減少社会に

おいて、地域が存続するための課題とアイデアを

中学⽣（1年⽣2名・2年⽣1名・3年⽣1名の計4

名）と共に考えました。

学校では、普段から「黒島学」という授業があ

り、旅⾏プランを考案するなど島の良さを知り

発信する機会を学んでいます。今回は少し難しい

テーマではあったものの、⽣徒たちからは具体

的な意⾒が多く出ました。

発行：地域おこし協⼒隊（⽵⽥雄⼀）

黒島地域おこし協力隊通信
黒島の魅⼒を、再発掘。

島の子供たちは何を思うか
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黒島地区コミュニティセンター TEL0956-56-2765
黒島観光協会（ウエルカムハウス）TEL0956-56-2311

TAKE FREEKuroshima Community-Reactivating

「住み続けられる町を考える」「住み続けられる町を考える」「住み続けられる町を考える」

多くの人に黒島のことを知ってもらい、「観光によって経済を

良くすることは大事なこと」、同時に「自然豊かなままで現在

の環境を維持することも大切なこと」など。これからも島の

発展のために共に考えていきたいと思いました。
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